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　児童・生徒の健全な成長を支援するためには，学校だけではなく，家庭や地域との連携
が必要といわれる。しかし，連携の基礎となる学校からの情報提供は必ずしも十分とはい
えなかった。保護者は子どもから聞くか，「連絡帳」や「学校だより」・「学級通信」等の
限られた媒体で受け取るしかなかった。近年，Web サイトによる情報発信が主流になっ
てきたが，例えばホームルームで生徒に直接連絡事項等を公開することはなかった。
　今回ＩＣＴ技術を使い，学級内ＳＮＳを構築し，日々の学級活動や生徒の活動をなるべ
くリアルタイムに「見える化」することに取り組んだ。インターネットの利用を前提とし
た情報発信には，課題もあるが，現時点で有効な双方向情報交換ツールと考えられる。

［キーワード］　ＣＭＳ (Contents Management System), ＳＮＳ (Social Network System),
　　　　　　学級経営，学級通信，保護者，連携

１　はじめに
(1)　背景
　従来から「教育は、学校 ･ 社会・家庭の中で行われる」と言われるが、社会に目を向け
ると，少子高齢化や情報化、国際化 ･ グローバル化などの「社会の変化」が急速に進んで
いる。また，家庭に目に向けると，核家族化や社会の変化に伴う保護者の雇用形態の多様
化など，従来の家族のあり方を問いかけるような「家庭の変化」も進んでいる。そのよう
な背景のなかで，「社会の教育力」や「家庭の教育力」の低下が叫ばれ，相対的に「学校
教育」に対する期待は高まり，今日に至っている。
　児童・生徒も自らが生活する社会や家庭に大きな影響を実際に受けていることもあり，
学校で指導されても，その内容が家庭で反復されないなど，その場限りの指導になってし
まう場合も多い。したがって，「開かれた学校」とよくいうが，学校だけで児童 ･ 生徒の
教育を行うことは不可能だからこそ，学校の教育方針等を的確に情報発信するとともに，

「我々の学校」という意識を教職員だけでなく，地域社会や家庭とも分担し共有を図るこ
とが大切になる。それこそがまさに連携であり，群馬県教育委員会が平成 23 年度の８つ
の基本施策の６番目にあげている「学校・家庭・地域の連携を推進する」 (1) ということで
ある。

(2)　学級担任としての保護者との連携
　学級担任として保護者との連携づくりは，入学式直後の学級懇談会から始まる。
　保護者と学校が同じ方向を向いて指導しないと，３年間という限られた時間の中で，教
育成果を出せない現実がある。そのため，以下の事項を学級懇談会で説明する。
　＜家庭でご注意いただきたいこと＞
　　○規則正しい生活を送りましょう。
　　○きちんとした食生活を送りましょう。
　　○登下校の交通事故防止のため，余裕をもって家を出ましょう。
　　○学校との連絡を密にしましょう。変化に気づいたら遠慮なく連絡下さい。
　　○アルバイトは夏休みまで禁止です。先ずは学校に慣れましょう。

　ＩＣＴ技術を活用した学級経営
　−学級内ＳＮＳを活用した双方向情報交換システムづくり−
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　＜生徒指導上注意すること＞
○校則を守りましょう（例えば，身

だしなみをきちんとするなど）。
○持ち物の自己管理をしっかりしま

しょう。
○三ない運動を守りましょう（群馬

県全体の取り組みである）。
○携帯電話の校内使用はやめましょ

う（バッグから出さない）。
　また，担任として，以下の４点をお願
いした。
①学級広報誌を週２回発行するので必ず

読んで欲しい。
②欠席等の連絡は保護者が必ず連絡をし

て欲しい。
③緊急用メールリングリストを作成する

ので，メールアドレスを報告して欲し
い。

④個別に指導した場合はその都度詳細や
経過を学校から連絡する。　　　　　　　図１　学級広報誌第１号 ( 表面 )

　疑問点について質疑応答を行い，学級
担任としてできる限りの情報提供を心が
けるので，家庭でもバックアップして欲
しいとお願いして懇談会を閉じる。

２　情報交換ツールの変遷
(1) ＩＣＴ導入以前：学級広報誌
　日程的な問題により，当初からＩＣＴ
技術を使ったサイト構築ができなかった
ため，第１学期は紙媒体の学級広報誌を
月曜日と金曜日の週２回発行した（図１・
図２）。学校でどのようなことが行われ
ているかをなるべく紹介するなど，興味
関心をもっていただける内容を意識して
編集した。
　図１は第１号の表面であり，生徒や保
護者向けのメッセージや月間行事予定
表，担任紹介などを掲載した。図２は第
３号の裏面であり，発表された校時表や，
週内の出来事（満開の桜の前で集合写真　　図２　学級広報誌第３号（裏面）
を撮影した），翌週の予定表と日記用の記入用スペース，保護者への連絡事項として，携
帯電話に関する指導内容について掲載した。
　その他に掲載した内容としては，生徒が授業やＬＨＲでどのような取り組みをしている
かの紹介や行事を終えての感想などを掲載した。学級通信には「生徒の作文を掲載しない
方が良い」とする考えもあるが，保護者にとって子どもたちがどのように考えているかを
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入学生のみなさんへ

　本日、晴れて大泉高校生となった
みなさん、入学おめでとう。
　高校生としての第一歩を踏み出
す、今の新鮮な気持ちをしっかりと
持ち続けて欲しいと思います。
　これから 3年間、自分の能力や可
能性を自分で伸ばす努力を続けて欲
しいと思います。その努力の積み重
ねの先に、悔いの残らない、有意義
な高校生活が待っているのです。
　高校生活は、今後の自分の一生を
決める大切な時期です。将来の夢を
現実のものにできるかどうかはみな
さん次第です。がんばりましょう！

保護者のみなさんへ

　お子様の入学おめでとうございま
す。つい 1ヶ月ほど前に中学校の卒
業式を終えてしたばかりですが、今
日からはいよいよ高校生です。
　保護者のみなさまにとって、今の
正直なお気持ちは、喜びと不安が半
分ずつ入り交じっているかもしれま
せんが、いかがでしょうか？
　保護者のみなさまにとって、高校
生活は楽しかったでしょうか？
　生徒たちが有意義な三年間を過ご
せるように、保護者みなさんと一緒
に、生徒の成長を支えていきたいと
思います。

担任です！

　縁あって平成 23 年度バイオテク
ノロジー科入学生の担任になりまし
た、川島　一秀です。
　個人的なことではありますが、大
泉高校は初任校であり、２度目の勤
務も現在８年目、通算 13 年目でと
ても愛着のある学校です。また、今
年は教師生活も２５周年という節

目の年でもあり
ます。このクラ
スで良かったと
思えるクラスづ
くりを目指しま
す。

No. １
2011 年
４月
８日
( 金 )

ようこそ大泉高校へ　入学おめでとう！

2011年4月
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

28 29 30 31 1 2 3

4 5 6 7 8
9:50 新任式・始業式
13:00 入学式(午後)

9 10

11
8:55 1:ＬＨＲ
9:55 2:記念写真･LHR
10:55 3:対面式
11:55 4:ＬＨＲ
13:30 5-6:離退任式

12
8:55 1:頭髪服装検査
9:55 2:校歌指導
10:55 3･4:身体測定
13:30 5:個人写真
14:30 6:校内見学

13
8:55 1-4:心臓検診・学

13:30 5:自転車点検
14:30 6:授業

14
8:55 1-4:実力テスト
13:30 部活動説明会

15
8:55 1-2:授業
10:55 3･4:農業クラブオ

18:00 5-6:授業(胸部X線

16 17

18 19
15:50 部活動編成(放課

20
13:30 内科検診(午後)
18:00 PTA関係の会議

21
二者面談週間(10分短縮授業)
10:55 農業クラブ研究部

12:00 川島出張(午後)

22 23 24

25
18:00 ※諸会費の引き落

26
二者面談週間(10分短縮授業)

27

13:30 5-6:交通防犯(薬

28 29
昭和の日 (Showa Day)
学校閉館

30
学校閉館
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編集・文責：川島　一秀（T1 担任）
広報誌の無断転載を禁じます。
ご意見 ･ ご感想をお寄せください。
問い合わせ先：
TEL：0276-62-3564
FAX：0276-62-7318
e-mail：
kazuhide-kawashima@staff.gsn.ed.jp

( 月 )

( 火 )

( 水 )

( 木 )

( 金 )

( 土 )

( 日 )

＜来週の予定＞

３

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

内科検診 ( ３日間
のいずれか一日 )

部活動編成 ( 放課
後 )

内科検診
PTA 新旧本部役
員会・支部長会議

農ク研究部集会

内科検診

春の泉農フェア
３

時間割

　平成２３年度の時間割が決まりま
した。来週からこの時間割で授業が
行われます。
　先生方の出張等により、授業変更
される場合もありますが、その時は
なるべく前日までに知らせます。

提出物

　入学式以来、いろいろな提出物を
回収しているのですが、やっと一段
落という感じです。
　授業が始まると課題等が出されま
す。提出期限は絶対に守ってくださ
い。高校生活では、約束を守ること

　がスタート地点
　になるのです。

桜の下で記念撮影

　11 日 ( 月 ) の第２校時に１学年４
クラスがクラスごとに記念写真を撮
影しました。
　初めてクラス全員で一緒に撮影し
ました。前の人の影になってしまっ
た人もいますが、まずは記念の一枚
ということです。後ほど、クラス費
で写真にしたいと思います。

月 火 水 木 金

農基 理総Ｂ ＬＨＲ 英Ⅰ 保健

斎藤・白田 猪子 川島 吉澤 森山

農基 ﾊﾞｲ基 地理Ａ 農情 数Ⅰ

斎藤・白田 三宅 長谷川 川島・桐渕 清水

理総Ｂ 数Ⅰ ﾊﾞｲ基 農情 体育（ST合同）

猪子 清水 正田・三宅・吉岡・根岸 川島・桐渕 北川･森山･帆足

国総 国総 ﾊﾞｲ基 数Ⅰ 英Ⅰ

山口 山口 正田・三宅・吉岡・根岸 清水 吉澤

数Ⅰ 英Ⅰ 総実 国総 国総

清水 吉澤 Ｔ科 山口 山口

体育（ST合同） 体育（ST合同） 総実 地理Ａ ﾊﾞｲ基

北川･森山･帆足 北川･森山･帆足 Ｔ科 長谷川 石原ﾕ

平成23年度　バイオテクノロジー科１年　校時表

1

2

3

4

5

6

携帯電話の指導について

　校内で携帯電話を使用していた場
合は預かり、その回数に応じて以下
の指導をします。
１回目　　担任の指導、返却
２回目　　学年主任の指導、返却
３回目　　反省文、担任指導後返却             
４回目　　当日は返却せず、翌日以
　　　　降反省文、学年主任の指導
　　　　後に返却する
５回目～　当日は返却せず、翌日以
　　　　降反省文、担任から保護者
　　　　に返却する
＊保護者から生徒への電話連絡は、
学校にしてください。
＊生徒から保護者への緊急連絡は、
職員に申し出、学校の電話を利用し
てください。
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知るには良い機会となるし，クラスメートの考え方に触れることによって，子どもとの会
話のきっかけになるかもしれないので，生徒の文章をなるべく掲載するように心がけた。
それは，一人ひとりいろいろな意見をもち，自分と異なる意見が出て当然であること。また，
いろいろな意見をだせる環境が望ましい姿であると理解して欲しいと考えるからである。
　学級広報誌はＡ４縦置き両面２ページ構成であり，誌面のボリュームがあるので，発行
にかける負担はかなりあった。しかし，保護者には大変好評なうえ，続けて出して欲しい
という要望もあったので， 1 学期間 32 号を発行した。

(2) ＩＣＴ導入に向けて：Web ポータルのコンセプト
　図３は，今回作成した Web ポータルのコンセプト図である。通常のＷｅｂサイト（ホー
ムページ）・Web ポータルともにインターネット上でのサービスである。ホームページに
よる情報提供（情報発信）は，図中の下
部で示しているように，不特定多数に向
けた情報発信は得意であるが，対象を限
定したページの閲覧などを設定するには
技術的な工夫が必要となる。
　今回構築した Web ポータルは，ログ
インした者だけがアクセス可能なコミュ
ニティスペースとホームページのような
外部公開用のスペースを分けることがで　　図３　Web ポータルのコンセプト図
きる。そのため，誰にでも閲覧させたい情報は外部公開用スペースから情報提供し，管理
者が認証するＩＤとパスワードをもっている保護者や生徒，教師等の学校関係者のみがコ
ミュニティスペースを閲覧することができる。したがって，例えば朝や帰りの SHR にお
ける連絡事項や日直誌の内容などもコミュニティスペースならば掲載可能となる。
　４月下旬に試験運用を開始し，学級広報誌第５号 ( 図４) でポータルサイトの運用に関
する告知行った。当初は外部公開用スペースを使い，ホームページとして活用を開始した。

　図４　Web ポータルの開設を紹介する学級広報誌 ( 第５号 ) の誌面

社　会
地　域

大泉高校

Webポータルのコンセプト図

家　庭

保護者

生徒

地域住民

ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ科

インターネット
Webポータル

担任

インターネット
ホームページ
による
情報発信

情報
提供

※Webポータルは、
　家庭と学校の連携・信頼関係構築ツールです。

コミュニティスペース
-----------------------------
外部公開用スペース

情報提供・意見交換
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みなさんに力が付く良い機会になる
のです。
　教科「農業」を学ぶ生徒は、全国
に９万人ほどいます。高校生が自ら
の力を磨きながら、県大会や関東大
会、全国大会を目指して努力できる
場が農業クラブなのです。
　部活動に入らない生徒は、積極的
に、農業クラブ研究部に入部しま
しょう。はじめはよく分からず、先
輩の後を追っているだけですが、い
ずれみなさんの時代になります。

泉農フェア ( 続編 )

　前号でも紹介しましたが、明日
23 日 ( 土 ) は春の泉農フェアが開催
されます。
　春の泉農フェアは、野菜苗や花壇
苗などの販売を中心に行われます
が、バイオテクノロジー科も研究部
の生徒たちが、組織培養で増殖した
サツマイモの苗を販売する予定で
す。研究部の生徒たちは、いろいろ
な場面で活躍しています。

農業クラブの底力

　前号でも紹介しましたが、農業ク
ラブは 1950 年の発足以来、「科学
性」・「社会性」・「指導性」の向
上を目標に、例えば意見発表やプロ
ジェクト発表の他、実物鑑定や測
量、情報処理などの技術競技大会を
行ってきました。
　何でそんな大会を実施するので
しょうか？　それは、大会で優勝を
目指して日々努力するその過程が、

No. ５
2011 年
４月
２２日
( 金 )

ウェブポータルの URL
http://oizumi2011.ikyoshi.net/htdocs/

保護者・生徒のためのポータルサイトが完成しました
　第 1号の編集後記のなかで構想を述べながら、なかなか作業の進まなかったポータルサイトがやっと完成しまし
た。前号で、サイトのURLを紹介しましたので、今号ではもう少し詳しくお知らせします。
　サイト名は、「2011年度入学生のためのウェブポータル」です。「ポータル」とは、一般に「門、ドアなどの入り口」
を指しています。つまり、右上のログインから中に入り、一般に公開していない情報を取り扱えるようになります。
しかし、当分の間はログインできないようになっていますので、ホームページとしての利用となります。

ログイン

　ポータル内の自分
の部屋に入るための
認証を行うリンク
( 当分の間は利用で
きません )
提出物等

　提出物のリストで
す。期限や進捗率
（提出状況 ) がわか
ります。
※提出するよう指
示した内容のみ掲載
します。
連絡事項

　SHR 等での連絡
事項や行事の内容な
どを紹介します。

メニュー

　サイト内の他のペー
ジへ移動するメニュー
行事日程

　行事予定カレンダー
が掲載されています
学級通信

　すでに発行した学級
通信をダウンロードす
るためのリンク
※パスワード ( １号
で紹介 ) を入力しない
と、ファイルをダウン
ロードできません。
＜以下の項目は次頁＞
保護者向け情報

質問箱

リンクページ
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(3)　Web ポータル移行のために：紙媒体から電子媒体への移行を目指して
　学級懇談会で緊急用のメーリングリストについて説明し , メールアドレスの提出を求め
た。義務教育段階でメールによる連絡等を導入している学校もあったので，ほとんどの保
護者がその場でメールアドレスの提供があった。
　Web ポータルへの移行を目指し，紙媒体での学級通信を中心に据えながら，４月下旬
までにメーリングリストの設定を行った。ゴールデン ･ ウィーク前に緊急用メールを送信
する旨，学級広報誌で告知しながら送信テストを行った。連休前に緊急連絡用メーリング
リストを整備できたことは，危機管理のうえからも好ましいことである。
　緊急用のメールは，文字通り緊急の連絡事項を電子メールで送信するシステムであり，
事実９月下旬の台風接近に伴い，午前中で放課させる決定をした時に保護者宛の一報など
に役立っている。また，Web ポータル完成後は，学級広報誌（電子版）のリンクを一斉
送信するためのシステムとして不可欠な存在になっている。

(4)　Web ポータルの運用に向けて
　今回 Web ポータルは，Net Commons という CMS（Contents Management System) と
ＬＭＳ（Learning M S）とグループウェアを統合したコミュニティウェアを使って運用
した。Net Commons は，国立情報学研究所（以下 NII と略す）という機関が開発 ･ 公開
しているオープンソースＣＭＳである。NII は大学共同利用機関法人であり，国内最大の
学術情報ネットワークやさまざまな学術データベースを運営 ･ 提供している情報学に関す
る国の研究所である (2)。なお，「Net Commons の操作と活用」については，群馬県総合教
育センターにおいて「ICT 活用力向上研修講座」として研修講座を開講している (3)。また，
本年 4 月に文部科学省から発表された教育の情報化ビジョンの第 5 章校務の情報化の在り
方において，＜校務の情
報化に関する課題＞の既
に導入されている校務支
援システムとして紹介さ
れている (4)。
　 図 ５ は，NII の Net 
Commons パンフレット (5)

の一部である。動作環境
は，LAMP と 呼 ば れ る，
OS を Linux，Web サ ー
バを Apache，データベー
ス を MySQL，PHP の 使
用を推奨している。一般
的な商用サーバで使用で
き， こ の Web ポ ー タ ル
も民間の商用サーバー上
で運用している。ちなみ
に，大泉高校のホームペー
ジも同様のシステムで運
用しているので，3 月 11
日に発生した東日本大震
災においてもシステムダ
ウンすることはなく，24　　図５　Net Commons のパンフレット
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時間運用を続けることができた。データセンターやクラウドの利用は，災害に強く，セキュ
リティにも十分配慮されたサーバー施設を低コストで手に入れることが可能となる (6)。
　Net Commons は，図５にあるように，Public Space，Group Space，Private Space の
３層のバーチャルスペースで構成されおり，ログインすることによって，誰でも閲覧可能
な外部公開用スペースから，コミュニティスペースやプライベートスペースに入ることが
可能になる。コミュニティスペースは，サイトの ID をもつユーザなら全員閲覧すること
ができ，プライベートスペースは ID をもっている本人しか閲覧できないスペースであり，
他のユーザは閲覧できない。もちろん，ログイン ID によりシステムがユーザの権限を確
認し，アクセスコントロールが可能となる。本Webポータルにおいても，「生徒」，「保護者」，

「教師」の権限に違いがあり，例えば「職員室」のメニューは，「生徒」や「保護者」には

Voice  of  T1    ● 65

No. ３３
2011 年
８月

１０日
( 水 )

全校登校日

　本日は、全校登校日です。
　本校は全校登校日を夏季休業中に
１日設定していますが、補習の多い
学校などは、登校日はありません。
　今日はＬＨＲが中心になります。
夏休み中の状況報告などもしてもら
う予定です。今日欠席の生徒は、後
日登校してもらいます。
　25日(木)は当番がありますので、
こちらも休まず登校して下さい。
　始業式は、９月１日 ( 木 ) になり
ます。第４校時から通常授業になり
ますので、教科書等を忘れないよう
にして下さい。

学級広報誌からポータルサイトへ
情報提供の方法が変わります

　従来は紙媒体の学級広報誌をとおして保護者向け情報を提供してきました
が、これからはポータルサイトをとおして情報を提供します。
　紙でないと、分かり難い等のご意見もあろうかと思いますが、今後はなる
べくリアルタイムでの情報発信を心がけたいと思っております。
URLは右の通りです。　http://oizumi2011.ikyoshi.net/htdocs/

ログイン

右上の「ログイン」をク

リックすると、新しいス

ペースを利用できます。

※「ログイン」をクリッ

クすると、

「ＩＤ」と「パスワー

ド」を求めるダイアログ

が表示されます。

　ログインすると、青枠

内のスペースに入れま

す。

※ ９月１日以降は、ロ

グインしないと、連絡事

項等も閲覧出来なくなり

ます。

「ＩＤ」と「パス
ワード」は、９月
１日に生徒をとお
して配付します。

＜３つのスペース＞
灰色の背景
外部公開用スペース

パスワード不要

　→　誰でも見られる

　（個人情報を記入できない）

青色の背景
コミュニティ スペース
パスワード必要

　→　ログイン出来る人だけ

　　閲覧できるスペース

　（個人情報を記入できる）

緑色の背景
プライベート スペース
パスワード必要

　→　本人しか見られない

　　※ 使える機能は、

　　　To Do　と　日誌　のみ

外部公開用スペース

コミュニティ スペース

プライベート スペース

ＩＤを入力

パスワードを入力

　図６　Web ポータルの運用について紹介する学級広報誌 ( 第 33 号 ) の誌面
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表示されないし，入室することもできない。
　９月からのコミュニティスペースを使用した本格的な運用に向けて，保護者への周知徹
底を図るため，夏季休業中の全校
登校日に配布した学級広報誌には
ポータルサイトの概要と移行に関
する情報提供を行った（前ページ
の図６）。
３　Web ポータルの概要
(1)　外部公開用スペース
　Web ポータルのトップページが，
図７である。タイトルは，「2011 年
度入学生のための」となっており，
他のクラスの運用も可能な仕様に
なっているが，現時点ではバイオ
テクノロジー科だけが運用してい
る。トップページは，現在担任等
が回収物の状況を知らせる［提出
物等］と［お知らせ］が表示される。
以下，メニューにしたがい，内容
を紹介したい。
　［行事日程］･････ 学校行事や授
業変更等がカレンダーに表示され
る（図８）。行事や授業変更は，確　　図７　外部公開用スペースのトップページ
認や変更された時点で入力すれば，入力忘れ
もないし，リアルタイムで変更されて最新状
況が表示される。
　［クラス目標・時間割等］･････ クラス目標・
時間割・校時表等を閲覧できる。
　［学級広報誌］･････ 紙媒体の広報誌をダ
ウンロードするためのリンク（ダウンロード
するためには，パスワードが必要），や学級
広報誌 ( 電子版 ) へのリンク（ログインしな
ければ閲覧できない）がある。
　［保護者向け情報］･････ 学校から発出す
る保護者宛文書（PDF 形式ファイル）をダ
ウンロードするためのリンク（図９）がある。  
　［質問箱］･････ 担任や学校への質問事項は　 図８　行事予定カレンダー
ログインすれば閲覧可能なコミュニティス
ペースへ移動した。また，学校の情報（所在
地，住所，電話番号等，メールアドレス）が
掲載されている。
　［リンクページ］･････ 学校のホームペー
ジや学習支援サイトへのリンクや担任への
メールアドレスへのリンクが用意してある。     
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  図９　保護者向け情報を知らせるページ
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(2)　コミュニティスペース
　コミュニティスペースのトップ
ページは図 10 のとおりである。
ホームルームの連絡事項が最新の
更新から順に続いている。
　以下，メニューにしたがい内容
を紹介したい。
　［掲示板］･････ 保護者とのディ
スカッションを行う場と考えてい
る。例えば，「携帯電話の指導につ
いて」など，保護者が自らの意見
を書き込めるようになっている。
　［LHR］･････ 水曜日の第 1 校時
に行っている LHR の時間の内容に
ついて紹介している。３年次に，「自
分はこんな職業に就きたいな」と
具体的なイメージをもって進路決定 　 図 10　コミュニティ　スペースのトップページ
した欲しいと考えているので，職業について考
えるような題材を設定している。例えば，NHK
テレビ放送の「プロフェッショナル仕事の流儀」
などを視聴し，感想等を書かせている。記入し
た文章は，［生徒の感想文等］のページに掲載し
ている。
　［日直誌］･････ 日直者が放課後，教室の PC
から日直としての感想をアップロードしている。
生徒がこのサイトを活用できるようにするため，
最初の１ローテーションは帰りの SHR 後に説明
しながら入力させたが，以後は SHR 後，自主的
に入力させている。さぼって未記入の生徒もい
るが，生徒は「自宅で入力します」と言い，自
宅からもアップロードする生徒もいる。
　［学級広報誌 ( 電子版 )］･････ 第２学期の始業
式を最後に紙媒体での学級広報誌を休刊し，以
後学級広報誌 ( 電子版 ) として毎週金曜日に発行
している ( 図 11)。ページへのアクセスリンクを
含めたメールをメーリングリストで一斉送送信
している。現時点でコメントを書き込む保護者
はいないが，紙媒体とは異なりコメントを書き
込めるということで双方向のコミュニケーショ　　図　11　学級広報誌 ( 電子版 ) 第 43 号
ンが可能となった。
　［担任から送付したメール一覧］･････ メーリングリストで送付したメールの内容を確
認することができる。
　［生徒の感想文等］･････［LHR］の項目で紹介したが，生徒が記入した感想を記名で
掲載している。入力は，担任が担当する「農業情報処理」の授業において，学習支援サイ
ト (7) からオンラインテキストで入力させたものを担任が加工し掲載している。
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お知らせ

※本欄に掲載した内容は、「過去の連絡事項」にて閲覧することができます

ホームルームの連絡事項

連絡事項
記事を書く 前 1 2 3 4 5 6 7 次 カテゴリ選択 10件

2011/10/31 みなさんお元気ですか？ 固定リンク  | by:kawashima

海外研修もほぼ半分の日程が終了しました。
本日、西海岸に移動してきましたが、
何とダレス空港（ワシントンDC）は雪が降っていました。
みなさん、今週も元気に頑張りましょう！
できるなら、日直さんは日誌を記入してください。
こちらからも確認できますので････。

では、来週お会いしましょう。

編集 | 削除 08:40 | その他

2011/10/24 １０月２４日（月）　帰りのＳＨＲ連絡事項 固定リンク  | by:kawashima

<保健室から>
・マラソン大会事前保健調査・・・・記入して提出してください。
・献血の希望者・・・本日保健室に寄ってください（人数の関係で追加は難しい）

＜生徒連絡事項＞
・次にみなさんに会えるのは、１１月７日（月）です。

　学年主任の藤田先生や副担の吉澤先生をはじめとする
学年や教科の先生の指導を真摯に受け止めることは大切です。
自分を良くするためにやらなければならないことをしっかりと行いましょう。

編集 | 削除 15:45 | 連絡事項

2011/10/24 １０月２４日（月）　朝のSHR連絡事項 固定リンク  | by:kawashima

＜生徒連絡事項＞
・朝の読書週間・・・本日から３１日（月）まで
・図書委員会：図書館にて、１３：１０～

・危険物の補習：１１月１日（火）～、放課後（16:30まで（延長可能性あり））

・中間考査結果････明日配布に変更します

＜配布物＞
いじめ電話相談カード

※群馬県総合教育センターいじめ対策室
フリーダイヤル：０１２０－８８９７５６
電　　　　　　話：０２７０－２６－９２００
Ｆ　　　Ａ　　　Ｘ：０２７０－２０－１７１７
メール：edu-help@center.gsn.ed.jp
相談時間は以下のとおり
月・火・水・木・金：９：００～１９：００
第　２・４　土曜日：９：００～１２：００
時間外は、子どもホットライン２４の電話相談に転送されます。

※来所相談も可能です

編集 | 削除 08:40 | 連絡事項

2011/10/22 体育祭の写真をアップロードしました 固定リンク  | by:kawashima

学級広報誌に書きました、体育祭の写真14枚を先ほどアルバムにアップロードしました。
ご確認ください。

編集 | 削除 18:27 | 報告事項

2011/10/21 １０月２１日（金）　朝のＳＨＲ連絡事項 固定リンク  | by:kawashima

＜生徒連絡事項＞
・体育祭･･･当日：資料を配付するので、携帯するように
－＞ゼッケンは必ず付ける
・学校指定の体操着：ネックレス・指輪等している人は預かります
・貴重品の管理、クラスの施錠・・・お昼以外はロックアウト
・校外に出ることがないように
・貴重品袋について
・読書週間･･･来週から－＞本を用意するように

編集 | 削除 08:40 | 連絡事項

2011/10/20 １０月２０日（木）　帰りのＳＨＲ連絡事項 固定リンク  | by:kawashima

＜生徒連絡事項＞
・明日は体育祭・・・・睡眠を十分とり、体調を整えましょう！

編集 | 削除 15:40 | 連絡事項

2011/10/20 １０月２０日（木）　帰りのSHR連絡事項 固定リンク  | by:kawashima

＜生徒連絡事項＞
［体育祭関係］
□HR委員長か副委員長・・・・・生徒会室前に：13時以降随時
□騎馬戦（全員）･････第一体育館：13:10～
※明日雨の場合は通常授業となります
※体育祭が近いのでケガに注意

□米の販売日程の変更･････「２５日～」に変更になります
プリントでは「２４日～」となっていました

※カーディガン等は預かり指導となります
※膝掛け・・・・授業の時のみ

編集 | 削除 08:40 | 連絡事項

連絡事項 - 2011年度入学生ポータルサイト http://oizumi2011.ikyoshi.net/htdocs/?action=pages_view_main&page_id=31
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学級広報誌（電子版）にコメントを書き込めるようにしました

紙媒体での学級広報誌では、発行して終わりでした。
せっかく電子版にしたので、コメントを書き込めるようにしました。

お気づきの点がありましたら、コメントいただければと思います。
−＞広報誌に関するコメント･････下の｜コメント(＊)｜を選択し、
　コメントを書き込んで下さい。＊はコメントの数です。

−＞担任宛のメッセージ･････････上の｜メッセージ(＊)｜を選択し、
　宛名「kawashima」としてご送信ください。　＊はメッセージの数です。

学級広報誌(電子版)　2011年８月９日(火)～

2011/11/11 2011/11/11　学級広報誌第４３号（電子版） 固定リンク  | by:kawashima

2011/11/11　学級広報誌第４３号（電子版）

＜今週のつぶやき＞
10月25日（火）から11月04日（金）は、アメリカ研修ということでワシントンDCやサンフラ
ンシスコを中心に訪問してきました。この期間、生徒の出席状況もよかったように思います。
生徒なりに協力してくれていました。

アメリカ自体も勉強になりました。特に小学校・中学校・高等学校を３校ほど見学しました
が、参考になることがいっぱいありました。
また、一緒に行った先生方との交流もとても有意義でした。

今週久しぶりに学校に出てきて、生徒の顔を見てとてもうれしくなりました。
昨年までは教務主任をやっていたので、授業以外はほとんど生徒と話をする機会はありません
でした。今年は担任なので、「学校の中では親も同然」と言いながら、生徒にお節介を焼いて
います。生徒はうるさいと感じているかも知れませんが・・・。

今週は寒暖の差が激しくなったので、体調を崩す生徒が多くなりました。
体調管理をしっかりとしてください。今日あたりはかなり寒くなりました。
こういう日は少し防寒対策をした方がよいと思います。

11月22日（火）はマラソン大会があります。
体育の授業はマラソンの練習になります。大会当日は私も生徒と一緒に走ろうと思っていま
す。

役員選挙の時期になっています。
クラスから生徒会・農業クラブとも役員立候補するよていです。

※学級広報誌第４３号の記事は、以下のとおりです。

・来週からの予定
・基礎学力テスト

＜来週からの予定＞
１４日（月）：T2社会人講師・職員会議
１５日（火）：進路ガイダンス・第３回マナーアップ運動
１６日（水）：生徒会・農業クラブ選挙公示
１７日（木）：遅刻防止週間（~11/24）
１８日（金）：生徒会・農業クラブ選挙（３・４ｈ）・基礎学力テスト再テスト
１９日（土）：
２０日（日）：

＜基礎学力テスト＞
本日、第１校時基礎学力テストがありました。
ここ１週間、基礎学力テストの勉強を放課後行ったわけですが、
しっかりと取り組んだかどうかが試されます。
成績が悪いと、再テストになってしまいますので、次号で受験者数
を報告したいと思います。

編集 | 削除 18:10 | コメント(0) | メールマガジン

コメントを書く

決定

一覧へ戻る
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　［アルバム］･････ 担任が撮影した，行事や授
業中の写真を閲覧することができる。
　［過去の連絡事項］･････ コミュニティ　ス
ペースのトップページにある「お知らせ」は，
最新情報のみが掲載されるように，期限を迎え
た内容は削除している。その削除した内容がこ
のページにまとめてある。後日確認できるので，
指導の経過がわかる（図 12）。
　［アンケート］･････Web 上でアンケートを設
定し実施することが可能であるが，現段階では
使用していない機能である。今後，例えば「学
校評価」や「学級満足度の調査」などのアンケー
ト実施に使いたいと考えているが，ネットワー
クの普及率の現状を考えると，100％ Web 上で
実施することは時期尚早かもしれない。　　　　 　図 12　過去の連絡事項のページ
　［職員室 ( 教職員のみ入室可 )］･････ 共有ファイルの
保存や生徒の良いところの記録や生徒指導上の記録な
どを記入できる。市販の校務運営システムなどにも搭
載されている「良いとこ見つけ」のような機能をもた
せようと作成したデータベースである。なお教職員以
外の権限でログインすると，メニュー自体が見えない
設定になっている（図 13，図 10 のメニューと比べる
とわかり易い）。
　［職員室］のページは，図 14 のようになっており，
ファイル共有機能の「キャビネット」と，生徒の指導
記録を書き込むデータベース機能をもっている。また，
生徒情報のデータベースについては，養護教諭と連携
し，クラスの生徒が保健室を利用した内容が記録され 　図 13　ID「seito」のメニュー
るシステムができあがっている。養護教諭の視
点や会話した内容を含めた指導の記録の書き込
みもあるので，担任としても大変有意義な情報
となっている。
　本 Web ポータルサイトの職員への ID 配布は，
校長，教頭，事務長，教務主任，生徒指導主事，
１学年団職員，バイオテクノロジー科職員，教
科担任，養護教諭，図書館司書，公使等に行い，
地公臨を含む常勤職員のおよそ６割に配付した。
ID 配付に際して，口頭で簡単に趣旨等について
説明したが，主体的に協力してくれる養護教諭
以外の書き込みはなかった。
　この取り組みから Web ポータルを例えば学校
全体のシステムへと発展させることは可能であ
るが，運用には学校全体で情報の共有の意識づ
くりや運用に向けた詳細なロードマップ作成な
どクリアしなければならない課題がある。　　 　　図 14　職員室のページ
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＜過去の連絡事項＞

「連絡事項」に記入された、すでに終了した「お知らせ」は、こちらから閲覧できます。
※新しい内容が上部にきます。

※11月４日（金）に閲覧回数3000回を突破しました。

[10月17日～12月16日]
※１１月１日（火）から危険物取扱者試験の補習が始まります。
　清掃・帰りのSHR終了後から１６：３０を目安に補習を行います。
　なお、補習開始時間の遅れにより、終了が遅れる場合があります。
　試験は１２月１７日（土）です

[10月17日～11月4日]
１０月２５日（火）～１１月４日（金）：担任出張となります。
この間は、連絡事項等の掲載ができませんので、ご了承ください。

[10月04日～10月14日]

［平成23年度第２学期中間考査日程］
  12日(水)  13日(木)  14日(金)

 第１校時  農業科学基礎 自習  バイオ基礎
 第２校時  地理A  農業情報処理  理科総合B
 第３校時  英語Ⅰ  国語総合  数学Ⅰ

[９月２日～10月04日]
※トップページにありました連絡事項は、「ログイン」しないと見られなくなり
ました。
ログイン用のアカウントとパスワードは、9月1日に生徒を通じて配付しました。
※不明な場合は、担任までご連絡ください。
・授業交換は、行事日程のカレンダーに入力しています。「授業交換」をクリックすると内容が
表示されます。

[８月30日～９月5日掲載]

夏期休業中の課題の提出
※課題は提出期限を守って提出するよう指導しています。
☆ご家庭でも「提出した？」と声かけをいただけると助かります。
（例）数学の宿題は５日（月）が提出期限のようです

※トップページにありました連絡事項は、９月２日(金)以降「ログイン」しない
と見られなくなります。
（ログインした人が見られるコミュニティサイトスペースへ移動します）
アカウントとパスワードは、９月１日(木)に生徒を通じて配付させていただきま
す。

・基礎学力診断テストについて（予告）：９月５日（月）・・・・・詳細はこちらから

[7月21日～8月31日掲載]

・始業式は９月１日（木）です。４時間目から授業となります。

[8月25日～8月30日掲載]
＜夏季休業中の補充について＞
・8月25日(木)：総合実習の当番での補習者
　身だしなみ等の不備により3名の生徒は後日実施することになりました。
　　※8月30日(火)12:30～植物バイオ棟にて出席をとりますので、遅れないように。
　　総合実習に必要なものを持参ください（ノート、教科書、ファイル、筆記用具等）

[8月09日～8月24日掲載]
＜夏季休業中の登校日について＞
・8月10日(水)：全校登校日　済み
・8月25日(木)：総合実習の当番
　→野球部員：8月23日午後１時～に変更になりました（25日は練習試合のため） 済み
　→開始時間と集合場所の質問がありました。
　　8:40に植物バイオ棟にて出席をとりますので、遅れないように。
　　総合実習に必要なものを持参ください（ノート、教科書、ファイル、筆記用具等）
※両日とも必ず登校して下さい。

[7月21日～8月09日掲載]

平成23年度夏季休業中の登校日
最低限登校しなければならない日は、以下のとおりです。
・全校登校日･････8月10日(水)集合時間は8:30
・総合実習当番･･･8月25日(木)集合時間は8:30

部活や研究部などで登校しなければならない日の多い生徒もいます。
頑張って下さい。

以下の情報は、＜TOPページの「お知らせ」＞から削除した内容です。

・期末テストの結果を19日(火)帰りのSHRにて生徒に配付します。
＞生徒がコメントを書いてから保護者に見せるよう指導しております。コメント・捺印のうえ終
業式までに返却願います。

三者面談の調査票は、7月8日(金)朝までに提出して下さい(午後から出張してしまいます)。
用紙は保護者向け情報のページからダウンロード可能です。

平成２３年度第1学期期末考査は7月4日(月)から４日間実施されます
日程はこちらから

朝の読書週間：6/27～7/1　＞朝読書期間中は授業時間が変更になります
学習時間調査：6/27～7/3

漢字検定（2011年６月10日(金)実施）の補習日程について
＞こちらから閲覧できます(画像)
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キャビネット

フォルダ作成 ファイル追加 圧縮→ダウンロード 解凍する ごみ箱

 フォルダ
クラスボックス

2011年度

名前 サイズ 更新者  

2011年度   kawashima

データベースの記入について

生徒の指導記録をまとめた、データベースです。

日々指導していてお気づきの点がありましたら、遠慮なくご記入下さい。
なお、保護者・生徒権限で入室すると、「職員室」のメニューは表示されません。
※悪いところばかりでなく，良いところの記入も歓迎します。
※恐れ入りますが、アカウントとパスワードの取り扱いには十分ご注意ください。

＜記入例＞
生徒氏名 生徒の氏名を入力して下さい

日時 2011/09/03　○○時××分頃

カテゴリ 教科担任　等の選択肢から選択（不明はその他から）

概要 授業中にガムをかんでいたので、注意しました。

記入者 自分の氏名を入力して下さい

詳細 （概要の内容を詳細に希求して下さい）
例えば･････授業中机間巡視をしていたら、ガムをかんでいたので注意しました。指導
に素直に従わなかったので、授業後呼んで再度指導しました。

※キーワードに「名字」を記入いただくと、検索することができます。
※なるべく早めにコメントを入力させて頂きます。例えば以下のとおりです。

コメント
kawashima 2011/09/03 15:19:12 編集 | 削除

(川島)お世話になりました。授業中の取り組みについて、HR等でも指導をしていきたいと思い
ます。

指導記録

指導記録
コンテンツを登録する | 表示順変更 検索

1 2 3 4 5 次 カテゴリ 並べ替え 10件

生徒氏名 06_太田　真人

日時 2011/11/17　15:30

カテゴリ 生徒指導部

概要 3時半に太田が来校し、退学したいので退学願いを欲しいとのことだった。
色々と状況を聞き取りし、退学の意志は固そうであったが、本人に渡すわ
けにもいかないので、じっくりと保護者と相談し、どうしても辞めたけれ
ば、保護者と一緒に来校するように話をする。
その後父親に連絡し、状況を報告する。学校としてすぐに届を渡さなかっ
たことを喜んでいるような感じであった。とりあえず、しっかりと相談し
て欲しいとお願いする。

記入者 川島　一秀

 | | 詳細を表示

生徒氏名 15_小林亜希斗

日時 2011/11/18

カテゴリ 生徒指導部

概要 謹慎の仮解除。謹慎の状況がおおむね満足なので本日仮解除する。
月曜日の16:30から保護者来校のうえ、正式な解除となる。
18日までの日誌と作文を出題したので、月曜日に持参すれば解除となる。
携帯については、メッセージを書き、自宅に戻ったら開封するように指示
をする。

記入者 川島　一秀

 | | 詳細を表示

生徒氏名 10_柿沼　李奈

日時 2011/11/10　規則学力テスト勉強中

カテゴリ 携帯電話

概要 ・放課後の基礎学力テストの勉強中に携帯がなり、藤田先生に発見され
る。３回目の指導ということで、反省文を書いてから返却ということだっ
たが、急いでいるので明日でよいと申し出があったので、反省文の用紙を
渡し、帰宅を許可する。

記入者 川島　一秀

| 詳細を表示

生徒氏名 18_島田　大樹

日時 2011/11/07（月）第３校時の授業中

カテゴリ 学級担任

概要 理科総合Ｂ（猪子先生）の授業中にゲーム（ＰＳＰ）をやっているところ
を見つかり取り上げられる。
授業中の行為ということもあり、３日後の１０日（木）の放課後、以後こ
のようなことのないよう注意してから返却する。

記入者 川島　一秀

| 詳細を表示

生徒氏名 30_平山　燎

日時 2011/11/10　第５校時

職員室(教職員のみ入室可) - 2011年度入学生ポータルサイト http://oizumi2011.ikyoshi.net/htdocs/?page_id=35
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(3)　プライベートスペース
　自分の ID でログインすると，図 15 のような
ページが表示される。設定では，自分で作成し
た TODO リストと最新情報が表示される。図
では最新情報の表示設定が５日分に設定してあ
るので，＜連絡事項＞，＜日直誌＞などの各項
目の５日以内の情報が表示されている。表示設
定は，例えば「今日だけ」とか「○日分」と設
定することが可能である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 15　プライベート　スペースのトップページ
４　学級内ＳＮＳという考え方
　携帯電話を含む携帯情報端末の発展により，FaceBook や Mixi，GREE などのＳＮＳ

（Social Network System）サービス真っ盛りである。ＳＮＳとはインターネット上に社会
的なネットワークを構築するサービスの総称である。従来のホームページ型の一方通行の
情報発信と異なり，双方向のコミュニケーションを促進するのが最大の特徴である。今，
ＳＮＳが急速に利用が進んでいるのも，例えば，同じ仕事や趣味，同窓というつながりを
ベースに，人々が人間関係を広げ，自らの成長を実感できるツールとして認知しているか
らに他ならない (8)。
　今回の Web ポータルの取り組みは，学校から保護者や生徒に向けて一方的な情報伝達
を行うために構築したものではなく，双方向の情報交換を目指して構築した。ホームペー
ジとしての運用が７ヶ月，ポータルサイトとしての運用が２ヶ月半ほどしか経過していな
い。閲覧数は 3000 を超えたものの，保護者からの書き込みが少ない点を考慮すると，双
方向の情報交換ツールとしては十分に機能しているとはいえないかもしれない。しかし，
仮に一方通行の情報発信になったとしても，学校での指導の内容や子どもの姿を家庭で見
ることができれば，それらの情報を触媒にして家庭内で親子の人間関係を以前より活性化
することは疑いない。その活性化の手助けを Web ポータルが行っているのは確かである。
　視点を変えて，一方通行の情報発信でもそれを家庭が好意的に見ているとすれば，それ
は今までの学校からの情報発信が少なすぎたということを示している。「開かれた学校づ
くりの推進」をいずれの学校も標榜し，さまざまな媒体で情報発信している。しかし，現
実として十分な情報提供がされていると感じている保護者は少ないのかもしれない。
　本 Web ポータルサイトは，「学級」という限定された「場」に縁のある人々の学級内
ＳＮＳであり，群馬県立大泉高校バイオテクノロジー科に 2011 年度入学した生徒 40 名と
その保護者及び学校関係者のみがアクセス可能な Web 上のスペースである。限定された
ユーザーしか閲覧することができないからこそ，日々の学級活動や生徒の活動をなるべく
詳細に描写することが可能となり，その情報が保護者にとって大変有効な情報となる。
　学級内ＳＮＳにログインしてコミュニティスペースに入れば，生徒・保護者・学校関係
者がそれぞれの情報を自由に書き込むことができる。マナーの問題や不測の事態を想定し
て「危険回避のために何もやらない」という発想ではなく，互いの信頼関係に基づきなが
ら，人間関係づくり広げていくことがとても大切である。そして，ＳＮＳの急速な発展が
示しているように，ソーシャルメディアを使った関係づくりはしっかりと根付き，そして
どんどん広がり，深まり発展していくのである。
　クラスの生徒たちには入学時に教科「情報」の代替科目である「農業情報処理」の授業
でメールアドレス ( ○○＠ oizumi-hs.gsn.ed.jp) を配付している。アドレスから分かるよう
に，群馬スクールネットワークのサブドメインを使って発行しているが，授業ではメーリ
ングリストと連動して授業の内容の連絡や学習支援サイトへのリンクなどを送っている。
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最新 5日分  

連絡事項
１１月１８日（金）　帰りのＳＨＲ連絡事項 11/18 15:45

１１月１８日（金）　朝のＳＨＲ連絡事項 11/18 08:40

１１月１７日（木）　帰りのＳＨＲ連絡事項 11/17 15:45

１１月１７日（木）　朝のＳＨＲ連絡事項 11/17 08:40

１１月１６日(水)　帰りのSHR連絡事項 11/16 15:45

１１月１６日（水）　朝のＳＨＲ連絡事項 11/16 08:40

平成24年度役員選挙関係 11/15 18:13

１１月１５日（火）　帰りのSHR連絡事項 11/15 15:40

１１月１５日（火）　朝のＳＨＲ連絡事項 11/15 08:40

日直誌
11月１８日（金）　曇り　吉野蓮(1) 11/18 15:38

１１月１６日（水）　晴れ　宮田　将志(1) 11/16 15:55

学級広報誌(電子版)

2011/11/18　学級広報誌第４４号（電子版） 11/18 17:40

担任から送付したメール一覧
学級広報誌第４４号（電子版）（2011年11月1８日発行） 11/18 17:47

生徒の感想文等
１１月１６日（水）ＬＨＲでの感想 11/16 23:24
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メールでのやりとりは，生徒だけでなく保護者との重要なやりとりになりつつある。保護
者とのメールのやりとりについては，学校現場では懐疑的な意見もあるが，メール本来の
もつ時間を気にせず送受信できる手軽さは指導上大変有効と考える。保護者が気づいた時
に送れることが重要であり，「深夜なので明日」と思いつつ忘れてしまうことは多いので，
この送信する時の敷居の低さはメールならではと考える。メールのやりとりは，記録とし
て情報が残るので，相談のやりとりの経緯が明確になり，例えば，指導方針を学年主任等
に相談する時に文書を印刷できるなど利点もある。

５　まとめ
　従来からＤＴＰによる学級通信の発行をベースに保護者との連携を心がけた学級経営を
行ってきたが，本年度５年ぶりに担任をもつことになり，その役割をソーシャルメディア
で代替できないか検討した。
　生徒の健全な成長を支援するためには，学校だけではなく，家庭や地域との連携，特に
保護者の力が大きいと考えている。しかし，連携の基礎となる学校からの情報提供は必ず
しも十分といえる状況になかった。保護者が学校の様子を知るすべは，子どもから話を聞
くか，例えば小学校では「連絡帳」があるものの，中学校や高校では「学校だより」や「学
級通信」が月に１度発行される程度の限られたものであった。近年，Web サイトによる
情報発信が主流になってきたが，学校行事の様子などはしっかりと掲載されているが，例
えばあるクラスのホームルームの状況などを公開することはなかった。つまり，不特定多
数に情報提供するには最適なホームページかもしれないが，個人情報が特定できるような
詳細な内容は掲載できないという欠点があった。
　今回ＩＣＴ技術を使い，学級内ＳＮＳを構築し，日々の学級活動や生徒の活動をなるべ
くリアルタイムに「見える化」する取り組みに挑戦した。運用まもないために，保護者か
らのコメントはまだ少ないが，今後の関係づくりのなかで双方向の情報交換が図られると
感じている。生徒 ･ 保護者の個人情報を守りつつ，詳細な活動報告を行うためのツールと
して，この学級内ＳＮＳが当面の有効なツールであると確信した。
　今回運用しているシステムを使えば，例えば，学校全体の情報発信ツールとしての「学
校ＳＮＳ」，校務の省力化を目指した「校務運営グループウェア」を構築することは技術
的には容易である。残された課題は，校内情報をどのように活用するかの合意形成である。
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